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京都教育大学
学長挨拶
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地球温暖化による気候変動が加速度的に進んでいます。温室効果ガスの排出量が増え
続け、2010年代の平均気温は、産業革命以前の１８５０年～１９００年から１.１℃上
昇しました。長期的な気温上昇は海水をさかんに蒸発させ、大気中の水蒸気の増加を招
きます。それによって度重なる集中豪雨が発生し、台風の大型化も起きています。物質
的な豊かさを求める経済重視の価値観が、地球温暖化の原因であることは、今や多くの
人が認めるところです。
２０１５年のＣＯＰ２１で採択された「パリ協定」は、「世界の平均気温上昇を産業
革命以前に比べて２℃より十分低く保ち、１.５℃に抑える」ことを努力目標として謳
いました。
２０２１年には、英国グラスゴーのＣＯＰ２６で「グラスゴー気候合意」が採択され、
産業革命前からの気温上昇を１.５℃以下に抑えることが正式目標として定められまし
た。
２０２３年にドバイで開催されたＣＯＰ２８で、パリ協定の目標達成に向け、「グ
ローバル・ストックテイク（ＧＳＴ）」が初めて実施されました。「ストックテイク」
とは「在庫調べ」の意で、そこから「現状把握、進展度調査」も意味します。つまりグ
ローバル・ストックテイクは、温室効果ガスの排出がどの程度削減されているか、世界
全体（グローバル）の進捗を把握する調査です。各国は５年ごとに行われるグローバ
ル・ストックテイクの結果に基づき、自国の温室効果ガス排出の削減目標を更新し、適
切な施策を実施します。気候変動への対策が、ついに現実的に動き始めたことを実感さ
せる出来事でした。
「パリ協定」の高い目標を達成するためには、２０５０年までに「カーボンニュート
ラル」（二酸化炭素の排出量と吸収量との均衡）を実現し、世界の二酸化炭素排出量を
実質ゼロにしなければなりません。二酸化炭素の排出削減については、本学がそのため
に講じてきた方策とその成果を、この報告書で示しています。
二酸化炭素の吸収については、本学は国立大学のなかでもとりわけ緑の占める率が高
く、それによって幾らかは二酸化炭素を吸収できていると考えています。本学キャンパ
スは京都伏見の街なかに、鬱蒼たる森を形成していて、小雨なら「樹の下をつたって行
けば濡れない」と学生が言うほどです。
大学構内は一般に開放されており、春は爛漫たる桜の下を多くの人が行き来し、秋は
ドングリを拾いに幼稚園児が訪れます。緩慢で間接的なやり方かもしれませんが、こう
したことが結局は、環境を大切にする心持ちを広く浸透させる力になると、私たちは考
えています。
本学は学校教育のあるべき姿を追究している教員養成大学です。理学部や工学部があ

る大学のように、環境の改善に寄与する技術を開発することは残念ながらできません。
しかし、このキャンパスを材料とすることで、教員となる学生たちに自然環境の素晴

らしさとそれを護ることの意義を伝えています。たとえば、理科を学ぶ学生たちは、セ
イヨウタンポポとニホンタンポポの学内分布を調査し、美術の学生たちは一本の樹を選
んで細密な鉛筆画を仕上げます。そして、その学生たちを通して、彼らが将来教える子
どもたちに、自然を愛する心を育むことができると、私たちは信じています。

京都教育大学学長

太田 耕人



京都教育大学
京都教育大学環境方針

本学の基本理念に基づき、すべての構成員が協力し、以下の活動を積極的に推進します。

１．地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき策定された「国立大学法人京都教育大学における

温室効果ガス排出抑制のための実施計画」に掲げられた取組を積極的に推進することすること

により、本学におけるエネルギー消費や廃棄物等全ての環境負荷の低減に継続的に取り組みま

す。

２．環境関連法令等を遵守し、さらに環境負荷低減のための目標を設定し、その実現に努め、大学

の社会的責任を果たします。

３．この環境方針はもとより、環境パフォーマンスに関する情報は分かりやすく取りまとめ、広く

公開します。

Ⅰ基本理念

Ⅱ基本方針

国立大学法人京都教育大学（以下「本学」という。）は、現代社会の課題を理解し、それらに対

応し得る力量を備えた教員を養成する大学として、地球温暖化防止に向けた教育・啓発活動を推進

し、持続可能な社会の実現に貢献できるよう努めます。

3
環境緑化整備への取り組み



京都教育大学
大学概要

「教育の総合大学」をキャッチフレーズに、本学は組織や体制を整備し、ほぼ全校種・全教科の教員免許に対応した教

育学部・学校教員養成課程、特別支援教育特別専攻科を有しています。令和４年度には連合教職実践研究科（京都連合

教職大学院）を発足いたしました。

附属機関としては、教育創生リージョナルセンター機構（教職キャリア高度化センターと総合教育臨床センターで構

成）、環境教育実践センターを設置しています。なかでも、教職キャリア高度化センターは学生教育、現職教員研修の

両面において、京都府・京都市教育委員会と連携して教員養成の高度化を推進する、本学独自の機関になっています。

また、6つの附属学校園【附属幼稚園、附属桃山小学校、附属桃山中学校、附属京都小中学校（義務教育学校）、附

属高等学校、附属特別支援学校】も擁しています。附属学校園は教育の実践研究の場であり、 大学と協働し新しい教育

のあり方を開発することを使命としています。本学の学生は全員、いずれかの附属学校園で教育実習を行うことになっ

ています。
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∽教育の総合大学∽

∽学生数∽ ［令和６年５月１日現在］



京都教育大学
大学概要

附属幼稚園

附属桃山小学校

附属桃山中学校

附属京都小中学校

附属高等学校

附属特別支援学校
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∽学生数∽ ［令和６年５月１日現在］

附属幼稚園 附属桃山小学校 附属桃山中学校

附属京都小中学校 附属高等学校 附属特別支援学校

※２０２４年（令和６年）附属桃山中学校との併設型中高一貫教育校となる



京都教育大学
大学概要
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∽教職員数∽ ［令和６年５月１日現在］



京都教育大学
大学概要

京都教育大学各キャンパス

❶藤森学舎

❷第二学舎地区

❸附属京都小中学校

❹桃山地区附属学校

❺附属特別支援学校

7



京都教育大学
大学概要
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京都教育大学

Ｘ

環境マネジメント組織

エネルギー管理組織

学 長

エネルギー管理統括者
[理事（総務・企画担当）]

企画調整室
エネルギー管理員
[施設課長]

エネルギー管理企画推進者
[副学長（労務・財務担当）]
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京都教育大学
環境パフォーマンス

マテリアルバランス

エネルギー 水 事務用紙
電力 都市ガス

温室効果ガス
排出量 排水量 産業廃棄物等排出量

事業活動におけるエネルギーおよび資源の投入量（インプット）、その活動に伴って発生した環境負荷物質（アウト

プット）を把握するマテリアルバランスの考え方に基づき、事業活動による成果と環境負荷を捉えます。

本学における２０２３年度のマテリアルバランスは下記の通りです。

ＣＯ２ 排水 リサイクル 一般廃棄物 産業廃棄物
（金属くず、

廃プラスチックなど）

特別管理産業廃棄物
（爆発・毒・感染性試薬等）

ＩＮＰＵＴ

ＯＵＴＰＵＴ

上水

井水

井戸水をキャンパス
内のトイレ洗浄など
に利用しています。

２,８９９(千kwh)
（３,０４９）

２３１.４(千㎥)
（２４９.９）

２４.７(千㎥)
（２４.１）

２９.９(t)
（３１.１）

１.４(千t-CO2)
（２.０）

３２.６(千㎥)
（２８.６）

７９.５(t)
（７３.８）

４７.１(t)
（４７.４）

４５４.７(t)
（４２５.９）

０.２５３(t)
（０.００２）

７.９(千㎥)
（４.５）
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太陽光エネルギーを
学内の電力に利用し
ています。

太陽光発電
３６(千kwh)
（３８）

京都教育大学
教育・研究活動

2023(R5)
2022(R4)

2023(R5)
2022(R4)

2023(R5)
2022(R4)

2023(R5)
2022(R4)



京都教育大学
環境パフォーマンス

省エネルギー・温暖化防止

令和５年度の各キャンパス（藤森学舎、第二学舎地区、附属京都小中学校、桃山地区附属学校、附属特別支援学校）におけ

るエネルギー使用量（原油換算値）の推移では前年度より４．２％減少しました。※省エネ法改正前の原油換算値

令和４年度から令和５年度にかけて電気使用量は４．９％減少、都市ガス使用量は７．４％減少しました。

本学では夏季及び冬季の節電・省エネルギーの取組を全学的に行っております。

今後も教育研究活動を行う上で、照明のこまめな消灯、空調の適切な温度の設定等、省エネルギーの取組に努めていきます。

■エネルギー使用量（原油換算値）の推移

11
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京都教育大学
環境パフォーマンス

廃棄物

２０１９～２０２３年度の一般廃棄物排出量について下表に示します。２０２３年度の廃棄量は４７.１ｔでした。

２０２２年度と比較して廃棄量はほぼ同値で、資源化率は０．８%増加しました。

２０２３年度の廃棄物資源化率を下図に示します。今後も『国立大学法人京都教育大学における温室効果ガス排出抑

制等のための実施計画』に基づき、ゴミの分別・資源化に努め、廃棄物の削減を行います。
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一般廃棄物排出量

2023年度 廃棄物種別資源化一覧表

発生量
(t)

再生利用量
(t)

廃棄量
(t)

資源化率
(％)

2019年度 121.6 58.8 62.8 48.4%
2020年度 94.5 51.2 43.3 54.2%
2021年度 104.8 57.5 47.3 54.9%
2022年度 95.3 47.9 47.4 50.3%
2023年度 96.4 49.3 47.1 51.1%

発生量
(t)

再生利用量
(t)

廃棄量
(t)

資源化率
(％)

新聞紙 1.7 1.7 0 100.0%
雑誌 11.4 11.3 0.1 99.1%
段ボール 7.4 7.3 0 98.6%
OA用紙 12.3 12 0.3 97.6%
秘密書類 6.9 6.9 0 100.0%
シュレッダー紙 3.4 3.4 0 100.0%
その他の雑紙 8.1 5.1 3 63.0%
生ゴミ 9.3 1.1 8.2 11.8%
可燃ゴミ 34.9 0 34.9 0.0%
廃食用油 2.1 2.1 0 100.0%
缶 3.6 3.4 0.2 94.4%
びん 4.7 4.5 0.1 95.7%
ペットボトル 6 6 0 100.0%
プラスチック類 18.2 14.3 3.8 78.6%
その他 1 0.4 0.6 40.0%

合計 131 79.5 51.2 60.7%
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京都教育大学
環境パフォーマンス

事務用紙類の使用量

２０１９～２０２３年度の事務用紙類に関する使用量

推移を下表に示します。２０２３年度の使用量は

２９,９１７kgでした。

２０２２年度と比較して１,１６７kg(３.８%)減少しま

した。

引き続き『国立大学法人京都教育大学における温室効

果ガス排出抑制等のための実施計画』に基づき、事務用

紙類の削減に努めます。

京都教育大学では『ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法』に基づき、ＰＣＢ廃棄物を

適正に保管、点検、届出を行っております。令和５年度は高濃度及び低濃度ＰＣＢ廃棄物の処分量は４５ｋｇでした。

ＰＣＢ廃棄物

グリーン購入・調達の状況

「国等による環境物品等の調達の推進等

に関する法律（グリーン購入法）」は国等の

公的機関が率先して環境物品等（環境負荷低

減に資する製品・サービス）の調達を推進す

るとともに、環境物品等に関する適切な情報

提供を促進することにより、需要の転換を図

り，持続的発展が可能な社会の構築を推進

することを目指しています。

本学における２０２３年度のグリーン

購入・調達の実績状況を右表にしめしま

す。引き続き環境にやさしい物品などの

調達を積極的に行います。

全学の事務用紙類の使用量

2023年度グリーン購入・調達の実績状況
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
使用量
(kg)

使用量
(kg)

使用量
(kg)

使用量
(kg)

使用量
(kg)

前年度比
増減率(％)

事務用紙類使用量 38,573 32,659 34,340 31,084 29,917 -3.8%

品目
2023年度

分野 品目
特定調達品目
調達率

コピー用紙 29,637 kg 99%
トイレットペーパー 1,757 kg 100%
その他 309 kg 100%
ボールペン 650 本 100%
封筒（紙製） 4,539 枚 100%
その他 20,208 個 100%

オフィス家具等 いす、机等 514 台 100%
OA機器 コピー機、プリンタ等 71 台 100%
照明 LED照明器具等 139 本 100%

インテリア類 カーテン 23 枚 100%
作業手袋 166 組 100%

その他繊維製品 ブルーシート 5 点 100%
役務 印刷 231 件 100%

総調達量

文具類

紙類



京都教育大学

環境配慮契約の状況

環境パフォーマンス

環境配慮契約法（国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に関する法律により、温室効果ガス等の

削減に配慮した契約の推進を図るよう努めなければなりません。本学においては契約を結ぶ際に、価格に加えて環境性能を含

めて総合的に評価し、もっとも優れた製品やサービス等を提供する者と契約する仕組みを構築しており、環境に配慮した契約

を積極的に進めております。
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省エネルギー対策の実現可能な具体的計画

①地球温暖化防止に向けた啓発活動

節電計画（夏・冬）を学生、教職員に周知。（年２回）

キャンパス毎、建物毎のエネルギー使用量を分析し公表。（毎月）

②エネルギー使用量の目標値を設定

第４期中期目標期間における毎年度のエネルギー使用量の目標値を第３期中期目標期間中（平成

２８年度～令和２年度）の平均値1,062kl（原油換算値）以下と設定。

③省エネルギー効果を生み出す高効率の設備整備を推進

省エネルギー効果を生み出す高効率の設備（空調、照明等）を整備することにより削減されたエ

ネルギー経費の１００％を翌年度の整備費として予算を計上し、更なる設備整備を推進。

2024年度 地区ごとにおける電気の供給状況

契約電力(kW) 年間予定使用電力量(kWh) 契約相手方
藤森学舎 760 1,908,200 株式会社U-POWER
附属桃山小学校 119 178,600 株式会社U-POWER
附属桃山中学校 89 171,400 株式会社U-POWER
附属京都小中学校（初等部） 135 192,100 株式会社U-POWER
附属京都小中学校（中・高等部） 144 173,700 株式会社U-POWER
第二学舎 215 318,000 株式会社U-POWER
附属特別支援学校 67 100,500 株式会社U-POWER
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この資料は再生紙（古紙パルプ配合率８０％以上）を使用しています。
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